
「
も
っ
と
多
く
の
保
険
料
を
納
め
て

も
よ
い
か
ら
、
，
も
っ
と
多
く
の
年
金
が

受
け
た
い
」
こ
ん
な
強
い
要
望
に
応
え

て
国
民
年
金
に
は
、
「
加
算
年
金
制
度

が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
に
加
入
す
る
と
一
般
の
年
金
の
う

え
に
加
算
年
金
分
れ
、
将
来
、
~

い
っ
せ
い
れ
る
こ
と
に
な
り
~
又
、
の
死
傷
が
多
く
な
っ
て
~
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ま

し

た

。

こ

の

の

統

一

標

語

は

IIi
芸
り
ま
す
。
老
人
の
居
ら
れ
る
家
庭
で

i

金
に
加
え
社
会
福
祉
の
た
め
有
効
に
使

慣
れ
た
火
に
新
た
な
注
意

”
Aで
す
。
二
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
~
用
し
澄
さ
ん
の
ご
遺
志
に
報
い
た
い
と

◎
実
施
事
項
と
し
て

i

こ
の
よ
う
に
｀
今
年
の
秋
の
火
災
予
~
云
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
た
ば
こ
の
投
げ
拾
て
と
寝
」
防
運
動
は
、
ま
す
ま
す
自
分
の
家
の
火
・
一
時
恩
給
、
一
時
扶
助
料
の
請
求
は
~

昭
和
四
十
七
年
工
業

た
ば
こ
の
防
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
盃
界
に
対
す
る
安
全
性
を
確
か
め
る
こ
と
i

お
す
み
で
す
か
、
請
求
は
早
目
に
い
た
"

た
ば
こ
は
、
本
県
で
も
出
火
原
因
の
丁
か
ら
始
め
、
い
ま
わ
し
い
火
災
の
な
い
：
し
ま
し
ょ
う
。

第

一

を

占

め

て

い

ま

す

。

た

ば

こ

を

た

属

づ

く

り

に

努

め

ま

し

ょ

う

。

訂

続

き

三

年

以

上

実

在

職

年

で

こ

の

間

．

統

計

調

査

に

ご

協

力

を

し
な
む
人
の
い
る
家
庭
で
は
、
食
煙
を
[
二
下
士
官
以
上
に
任
官
し
た
期
間
が
加
算
~

す
る
と
こ
ろ
を
決
め
て
、
灰
皿
は
安
定
[
茄
[
猟
i

者
I

の

い

を

入

れ

て

―

年

以

上

の

者

に

支

給

さ

れ

5

毎
年
十
二
月
三
＋
て
旦
祝
在
で
エ
業

i

統
計
調
査
を
実
施
し
、
9

そ
6
た
び
ど
と

し
た
深
目
の
も
の
を
選
び
、
そ
の
中
に
i

丁
ま
す
。

よ
る
~
よ
り
高
い
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
●
は
常
忙
水
を
入
れ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
[
み
な
さ
ん
へi
該
当
と
思
ゎ
れ
る
方
は
住
民
課
に
ぉ
こ
に
皆
様
の
こ
協
ヵ
を
い
た
だ
尺
厚

v

~
ぉ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
統

十
一
月
二
十
日
に
公
示
さ
れ
、
例
え
ば
、
二
十
五
年
納
め
た
人
に
は
一
；
し
ょ
う
。
＜
ゎ
え
た
ば
こ
や
、
投
げ
拾
[
鳥
獣
保
護
員
仲
居
喜
代
光
；
甲
出
下
さ
い
o

〗
計
法
に
基
つ
く
指
定
統
計
調
査
で
、
ゎ

十
二
月
十
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
砧
芸
ん
の
年
金
九
万
六
千
円
に
、
加
算
年
二
て
、
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
こ
と
で
す
。
・
今
年
も
十
一
月
一
日
よ
り
、
ハ
ン
タ
~

今
回
の
選
挙
は
「
激
動
す
る
七

0
年
公
立
分
五
万
四
千
円
が
加
算
さ
れ
、
合
わ

i

第
二
に
、
火
気
使
用
場
所
の
安
全
点
：
ー
待
望
の
狩
猟
解
禁
と
な
り
、
連
日
、

i

．
が
国
に
お
け
る
製
造
業
に
属
す
る
す
ぺ

硫

声

が

山

々

を

こ

だ

ま

し

て

お

り

ま

す

。

・

戦

没

者

遺

族

の

て

の

事

業

所

を

も

れ

な

く

調

査

す

る

、

代
半
ば
の
内
外
政
治
の
＂
転
換
期

IJ

に
正
ニ
て
十
五
万
円
の
老
令
年
金
が
支
給
さ
]
灰
で
す
。

向

け

て

政

治

路

線

の

選

択

を

求

め

る

重

五

ま

す

。

、

各

職

場

、

家

庭

等

に

お

い

て

火

気

使

i

さ

て

、

例

年

の

こ

と

な

が

ら

、

今

年

[

'

「

六

7
ん

ヽ

．

い

わ

ば

製

造

業

に

関

す

る

国

勢

調

査

と

大
な
意
義
を
持
つ
。
」
と
い
わ
れ
有
権
証
広
ごQ
金
額
は
一
月
三
百
五
十
円
、
一
＂
用
場
所
を
い
っ
せ
い
に
点
検
を
実
施
し
；
品
庁
禁
初
日
か
ら
銃
刀
法
お
よ
び
狩
猟
~
＂
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
製
造
事
業

者
の
積
極
的
な
投
票
が
強
く
望
ま
れ
て
証
巫
の
保
険
料
と
い
っ
し
ょ
に
納
め
ま
す
。
一
て

r

整
理
、
整
と
ん
、
付
近
の
燃
え
ゃ
〗
法
の
違
反
が
続
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
‘
[
戦
没
者
遣
族
に
対
す
る
特
別
二
所
お
よ
び
本
社
、
本
店
に
つ
い
て
生
産

い
ま
す
。
~
ー
ケ
月
九
百
円
に
な
り
ま
す
。
加
入
を

]
3
い
物
を
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
盗
加
規
に
免
許
を
受
け
ら
れ
た
方
は
も
と
．
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

C

」
の
た
め
忙
使
用
さ
れ
た
生
産
要
素
お
よ

又
、
こ
の
選
挙
と
同
時
に
最
高
裁
判
;
)
希
望
の
か
た
は
、
印
か
ん
を
ご
持
参
~
第
三
は
、
暖
房
器
具
の
正
し
い
使
用
＼
内
ソ
、
全
々
の
ハ
ン
タ
ー
が
充
分
に
気
"
[
び
生
産
活
動
の
成
果
等
に
つ
い
て
調
査

官
の
国
民
審
査
も
行
な
い
4

ご

す

。

る

う

え

、

役

場

年

金

係

へ

申

し

込

ん

で

●

で

す

。

；

を

付

け

あ

っ

て

、

町

内

か

ら

違

反

を

出

[

昭

和

四

十

年

四

月

て

目

か

ら

昭

和

四

：

し

｀

製

造

業

の

実

態

を

構

造

的

に

は

握

今

度

の

選

挙

で

投

票

で

き

る

人

は

+

下

さ

い

。

．

ス

ト

ー

プ

、

そ

の

他

暖

房

器

具

は

そ

さ

な

い

よ

う

努

め

て

下

さ

い

。

ヽ

・

ニ

十

七

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

遺

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

お

り

ま

す

。

十
二
月
十
日
現
在
で
満
二
十
歳
以
上
で
、
~
．
の
取
扱
い
、
使
用
方
法
を
誤
ま
る
と
火
~
ま
た
、
法
令
の
違
反
と
は
別
に
、
住
〗
味
年
金
、
公
務
扶
助
料
等
の
受
給
権
を
、
．
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
県
知
事
に
よ

災
の
原
因
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。
注
亘
に
不
安
や
悪
感
を
与
え
な
い
よ
う
、
」
す
べ
て
失
権
し
た
逮
族
に
支
給
さ
れ
ま
〗
っ
て
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
貴
事
業

十
一
月
十
九
日
ま
で
に
三
箇
月
以
上
住
[
秋
季
全
国

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
選
挙
人
名
~
二
所
に
伺
い
、
昭
和
四
十
七
年
工
業
調
査

玉
心
書
な
ど
を
良
（
読
ん
で
正
し
く
使
用
狩
猟
者
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
充
分
注
：
す
。

筵
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
0

l

火

災

予

防

運

動

し

、

火

災

を

起

さ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

蓋

し

て

下

さ

い

。

．

該

当

す

る

方

は

早

目

に

住

民

課

で

請

求

．

票

の

記

入

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

か

ら

、

．
ょ
う
。
~
次
に
、
み
な
さ
ん
御
承
知
の
ご
と
く
：
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。
；
と
多
忙
の
と
こ
ろ
姦
手
数
で
す
が
該
当

当
日
、
や
む
を
得
な
い
用
事
な
ど
で
ぃ

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
[
昨
年
史
愛
媛
県
で
は
八

l

二
件
の

i

旅
館
等
ヽ
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
証
g
野
川
ダ
ム
周
辺
は
ヽ
昭
和
三
十
五
年
i

但
し
ヽ
昭
和
+
六
年
十
二
月
八
日
以
[
詞
査
事
項
に
つ
ぃ
て
こ
記
入
の
上
ヽ
指

気
輻
る
に
相
談
く
だ
さ
い
。
灰
災
が
発
生
し
、
三

0
人
の
生
命
と
八
]
建
物
で
そ
の
建
物
の
収
容
人
員
が
五
＂
度
よ
り
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
お
」
後
に
限
り
ま
す
。
」
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
調
査
員
に
提
出

薔
九
千
円
余
り
の
財
産
が
失
な
わ
れ
ま
．

0
人
以
上
の
と
こ
ろ
は
、
法
律
で
防
火
．
り
、
こ
の
地
域
内
で
は
、
全
て
の
狩
猟
]
叉
給
順
位
は
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
：
さ
れ
る
よ
う
苓
願
い
い
た
し
ま
す
。

合
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
；
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
こ
〗
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
の
順
で
す
。
~
皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

i
どた。こ

れ
ら
火
災
の
原
因
を
み
ま
す
と
電
；
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
防
火
管
〖
の
地
域
内
で
猟
犬
の
訓
練
を
す
る
人
が
~
＇
統
計
法
に
よ
っ
て
そ
の
秘
密
は
厳
守
さ

気
関
係
の
も
の
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
〕
理
者
を
甲
心
に
万
一
火
災
が
発
生
し
た
;
あ
り
、
折
角
、
保
護
繁
殖
を
は
か
っ
て
~
丁
れ
、
統
計
自
的
以
外
、
た
と
え
ば
、
税

：
金
徴
収
の
算
定
資
料
等
申
告
者
に
不
利

．

香

典

返

し

を

止

め

、

が
、
依
然
と
し
て
た
ば
こ
、
た
き
火
、
；
こ
と
を
想
定
し
て
、
苓
客
さ
ん
た
ち
の
•
い
る
鳥
獣
が
捕
え
ら
れ
た
り

r

地
城
外

i

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
も
の
が
上
位
己
励
力
を
得
て
消
火
や
避
難
の
訓
練
を
し
；
へ
追
い
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
直
~
〗
益
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
使
用
い

を
占
め
、
全
体
の
三
割
近
く
な
っ
て
念
]
て
下
さ
い
0

ぐ
に
止
め
て
い
た
だ
く
よ
う
森
願
い
し
~
；
た
し
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
心
配
な
く
正
し

り

ま

す

。

ま

た

八

ー

ニ

件

の

う

ち

、

八

．

普

段

は

、

な

ん

で

も

な

い

が

火

災

時

こ

ま

す

。

．

広

常

部

落

の

宮

武

勝

子

さ

ん

は

、

さ

／

い

ご

報

告

を

さ

れ

る

よ

う

お

願

い

い

た

九
、
五
伶
ま
で
が
失
火
と
な
っ
て
姦
り
」
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
で
す
。
．
な
お
、
現
場
を
目
四
江
．
き
忙
亡
く
な
ら
れ
た
ご
夫
君
澄
さ
ん
丁
し
ま
す
。

ま
す
。
そ
の
た
め
忙
多
く
の
人
が
焼
死
す
る
場
蓋
し
忙
く
い
と
き
は
、
へ
こ
に
お
く
ら
れ
た
香
典
を
社
会
福
祉
事
業
•
こ
の
調
査
結
果
は
、

會
｀
今
年
も
火
災
多
発
期
を
迎
え
、
十
一
＂
合
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
訓
練
に
よ
玉
連
絡
し
て
下
さ
い
。
、
の
た
て
て
下
さ
い
と
金
三
万
円
[
森
よ
ぴ

二
各
種
の

ヽ

一
十
六
日
か
二
月
二
日
ま
で
の
~
っ
て
お
客
さ
ん
を
誘
導
す
る
と
い
っ
~
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
”

し
ょ
う
。

秋

の

が

全

国

：

た

役

割

を

決

め

て

苓

き

ま

” 
お
す

加
算
年

ょ

か

な

老

後

の

た

め

た
制い

“ 

め

衆

議

十

二

月

十

日
選

の

冒几

w
 投

票

発

肱 町
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10月のできごと

r‘¥, 
＼ 

••—/ 

， 

3日月5人大学開設（公民館）

4日 老人大学 ( I/ ) 

5日 農業共済水稲評価会研修（役場）

6日 ヘルスステーション開設（公民館）

7日 トップ会談（公民館）

！！ 農業委員会( II ) 

8日 道路愛護デー（町内）

9日 水稲作損害評価会

,,.., 民生委員会（公民館）

1 0日体育の日

II 町民運動会（中学校）

II 町道舗装入札（役場）

11日 第 2次農構指導者研修会（役場）

1 2日 食品衛生移動教室

" 3オ児検診（公民館）

II 県単林道入札

1 3日 第 2次構造検討会（公民館）

”・ 食品衛生移動教室

II 3オ児検診（大谷）

1 4日 徳島県祖谷山村より林構視察

1 6 H 妊婦健康相談（公民館）

II 狂犬病予防接種（町内）

1 7日 狂犬病予防接種（町内）

1・ 8日 無医地区巡回診察（岩谷）

1 9日 乳児健康診断（公民館）

2 0日 特定地域振興事業（山槌集会所）

第 1分団詰所入札

22日 町内職員採用試験（役場）

24日 遺族会役員（公民館）

II 合同専問委員会（公民館）

26日 観光栗園反省会（農林会館）

II 陶芸講座（公民飼）

fl 稲作転換事業現地視察（町内）

／！ 稚蚕飼育反省会（保養センクー）

れ
ば
な
り
い
に
枝
を
切
る
よ
う
請
求
で
き
ま
す
（

以
上
の
距
離
を
置
か
な
け

ま
せ
ん
（
民
二
三
四
ー
一
）
し
か
し
[
二
三
三
ー

D

防
火
地
域
や
準
防
火
地
域
で
は
外
壁
~
こ
の
場
合
そ
の
相
手
が
請
求
に
応
じ

な
い
と
き
は
そ
の
竹
木
所
有
者
の
費

が
防
火
構
造
の
も
の
は
外
壁
を
境
界
~

に
接
し
て
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
~
用
で
第
三
者
に
枝
を
切
ら
せ
る
こ
と

（
建
基
六
五
）
~
を
裁
判
所
に
請
求
で
き
ま
す
（
民
四

R
境
界
線
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
以
内
の
窓
●
一
四
ー
ニ
）

~
や
緑
側
に
は
目
隠
を
す
る
の
が
原
則

i

四
、
雨
水
の
措
置
等

ニ
①
土
地
所
有
者
等
は
直
接
雨
水
を
隣
地

で
す
。
（
民
二
三
五
ー
一
）
＇

●
二
、
隣
の
土
地
に
入
れ
る
場
合
[
に
注
渡
す
る
よ
ぅ
な
屋
根
や
エ
作
物

人
権
週
間
を
迎
え
て
’

言
互
い
の
人
権
守
っ
て
住
み
・
土
地
所
有
者
は
境
界
や
そ
の
近
傍
に
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
民

よ
い
社
合
障
壁
を
設
け
た
り
建
物
の
新
築
、
修
ニ
ー
八
）

月
四
日
か
ら
~
繕
の
た
め
必
要
な
範
囲
内
で
隣
地
の
②
土
地
所
有
者
は
隣
地
か
ら
流
れ
て
く

法
務
省
で
は
毎
年
十
二

十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

9

使
用
を
請
求
で
き
ま
す
（
民
二

0
九
る
雨
水
の
流
れ
を
防
げ
る
こ
と
は
で

ー

）

き

ま

せ

ん

（

民

ニ

ー

四

）

と
名
付
け
て
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
，

i
｛

基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
気
持
を
身
に
ぃ
ま
た
こ
の
場
合
隣
地
所
有
者
等
が
い
ま
l

度
「
人
権
」
と
い
う
こ
と

つ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
0

j

損
害
を
受
け
た
と
き
は
償
金
を
請
求
に
つ
い
て
再
認
識
し
、
ひ
と
り
ひ
と

そ
こ
で
本
年
は
「
生
活
と
人
権
」

II
ぃ
で
き
ま
す
、
（
民
二

0
九
ー
一
ー
）
り
が
お
互
の
生
命
、
身
体
、
生
活
権

明
る
い
近
隣
関
係
の
確
立
1
1
を

テ

ー

マ

[

三

ヽ

隣

の

樹

木

や

竹

の

処

置

等

の

人

権

を

尊

重

し

あ

っ

て

‘

他

人

ニ
出
隣
地
の
竹
木
の
根
が
境
界
を
越
え
て
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
力
し
明

と
し
て
人
権
尊
重
の
啓
発
活
動
を
行
っ

・
侵
入
し
た
場
合
は
そ
の
竹
木
所
有
者
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
築
き
上
げ
た

て
い
ま
す
。

所
有
権
を
め
ぐ
る
相
隣
関
係
の
法
律
[
の
承
諾
が
な

vと
も
こ
れ
を
切
り
取
い
も
の
と
念
願
し
ま
す
o

を
知
ら
た
い
こ
と
に
よ
っ
て
不
和
と
な
[
る
こ
と
が
て
き
ま
す
（
民
三
三
ニ
ー
松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
設
委
員

二）

り
毎
日
を
不
快
な
気
持
で
過
す
こ
と
の
[

な

い

よ

う

民

法

の

原

則

規

定

を

い

く

つ

[

た

だ

し

根

を

切

り

取

つ

た

た

め

高

連

合

会

か
ご
紹
介
し
ま
す
。
~
価
な
竹
木
を
枯
ら
し
た
場
合
は
栴
利

す。

一
、
建
物
と
境
界
線
の
関
係
~
の
濫
用
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

①
建
物
を
建
て
る
と
き
は
境
界
線
か
ら
~
②
竹
木
の
枝
が
境
界
線
を
越
え
て
侵
入

原
則
と
し
て
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
竹
木
所
有
者

1 2 月分学校給食予定献立表
第二十四回

肱川町立学校給食センター

日 1パン亀牛乳 1黄の食品 赤．．の食品 みどりの食品 1 3 小あげバン じゃが芋 I牛肉
でんぷんしぼう たんばく質 かいぶんビクミン 中 ジャムパン マカロニ 粉チーズ

曜 l献 、立 名 働く力となる 血肉骨になる 体の調子をよくする 水 カレーンチュー 油

11 ムーンパイ ムーンパイ 豆腐みそ 白菜ねぎ 1 4 姦でん風煮 じゃが芋 鶏肉

みそ汁 さつま芋 油あげ わかめ ァップ）レパイ こんにゃく 厚あげ

金 油 木 さとう かまぼこ

4 きつねうどん うどん 油あげ 人参 1 5 卵雑炊 米油 鶏肉

り11
はちみつ てんぷら 白菜 野菜の 野菜のかきあげ 卵

月 ちくわ ねぎ 金 かきあげ

5 ぜんざい 小麦粉 小豆 くだもの 1 8 和そば 和そば I牛肉
くだもの 白玉粉 脱脂粉乳 クリスマス クリスマス かまぽこ

火 1 バンのり さとう 月 ケーキ ケーキ

6l厚あげの マロニー 豚ひき肉 人参 1 9 いそ煮 じゃが芋 I油あげ
そぼろ煮 油さとう 厚あげ 白菜 くだもの さとう かまぽこ

水| CLCココア ちくわ グリンピース

-／H 71白玉もち 白玉もち きな粉 人参 2 0 ホワイトシチュー さつま芋 牛肉

あべ川 さとう 豆腐卵 白菜 かま殴こ マロニー油 粉チーズ

木 Iかき卵汁 かまぼこ ねぎ 水 ウインナー スイートコーン ウインナ

81“ヽムエッグ どま ハムエッグ 人参 2 1 ミートソース スパゲッティ 合びき肉

どま和え さとう ちくわ 白菜 はちみつ 油 スモークミート

金 1 卵 もやし 木 粉チーズ

11 I焼そば 中華そば” 豚肉 人参ね智 2 2 好き焼き風煮 じゃが芋油 牛肉

はさみつ 油 ちくわ たまねぎゞ CL Cココア こんにゃく 厚あげ

月 1 キ叩ベッ l金 マロニーさとう

h 2 1チーズ小田巻 スパゲッティ． スモ→ミ...;.卜 人参みかん

ヨーグルト，ヽ 9) チーズ小田巻 キャベッ

火 1 サラダ 粉チーズ バイン

※ 材料の都合で献立を一部変更する場合があります。

交
通
等
各
種
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
[

と
し
て
、
ま
た
民
間
企
業
の
経
営
の
指
[

針
、
市
場
調
査
資
料
等
と
し
て
各
方
面
，

に
広
く
利
用
さ
れ
て
森
り
ま
す
。
~

人参

たまねぎ

ねぎ
~ 

白菜

人参

白菜

ねぎ~, 

人参ねぎ

ごぼう

麟

ひじき

人参

乙上ンビース

人参

たまねぎ

ねぎ

人参キャペッ

たまねぎ

グリンビース

たまねぎ

白菜
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長
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サ
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2
 

初
~

圭
7
8
1
2
1
6
辺れ
8
1
3
1
6
-
7
8
1

の
で
相

湯
盛
の

。
一
土
旺
と

寵
臼

自
に
回

的
次

般

0

0

全
る
ふ

。
す
し

す
昇
合

で
上
保

況
の

他

ふ

雑バルプ材
末工6cm上

2 0円

昭和4.7年11月7
高値3...4 0 0円
中値2,459円 II 

安；値1.04 O円 n

品別概況は次の通りですo
香 信上 3.0 0 0円～ 3.40 0円

，，並 2,60 0円～3,0 0 0円
大葉上 ， 2.7 0 0円～ 3・.l•OiO• 円
月並 1:800円～ 2書 200円
肉 9 2, 8 0 0円～3.2 0 0円
こ上 2.8 0 0円～ 3.30 0円

＇！並 2.5 0 0円～ 2180・0円
lI 小 1,8 0 0円～ 2,300円

ジ←ミ物 i: 0 0 0円～ 1 40 0円
次回市予定は 11月16日11月27日でナ。

又
は
林
内
伏
せ
の
も
の
は
早
目
の
~
と
み
る
と
一
戸
当
り
一
五

0
万
円
[

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
早
く
~
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

i

数
字
は
お
そ
ら
く
来
年
四
十
八
年
．

楕
起
し
を
行
な
は
な
い
と
発
生
し
た
「

，
．
だ
ば
」
が
変
形
と
な
り
発
生
期
間
中
の
~
秋
に
は
十
兆
円
を
突
破
す
る
だ
ろ

楕
起
し
は
困
難
で
あ
る
。
春
子
発
生
後
．
う
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
大

き
な
資
金
は
農
業
協
同
組
合
の
皆

:
：
の
楕
起
し
は
他
の
作
業
と
重
な
り
何
か
[

さ
ん
個
々
の
力
が
積
み
上
が
っ
た

の
作
業
か
遅
れ
る
か
又
は
粗
雑
に
な
る
[[

水
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
こ

等
が
考
え
ら
れ
る
。

の
大
音
な
資
金
が
ど
の
よ
う
に
役

明
日
か
ら
で
も
時
間
の
と
れ
る
限
り
楕
~
＇

立
っ
て
行
く
か
、
考
え
て
み
る
必

場
作
り
と
楕
起
し
を
行
な
っ

J

の
[~

要
が
あ
る
。

]
生
産
に
そ
な
え
て
下
さ
い
。
｀

（
農
協
の
時
間
か
ら
）

；

な

っ

て

、

一

日

も

し

を

致

し

’9ま
[
'

,

．

『

明

日

わ

ず

今

か

ら

し

』

[

の

し

い

た

生

は

低

と

ん

．
 

．
 し

ょ
う
。
楕
場
の
条
件
と
し
て
は
風
当
[

林
茉
改

タ
の
冷
え
込
み
と
共
に
春
秋
[

り
の
少
く
な
い
場
所
を
選
ぷ
と
同
時
に
[

生
ヘ
ニ
四
一
等
の
発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。
[

ら
ち
ら
日
光
の
[

•
南
而
向
喜
で
あ
こ
し
ち

椎
茸
生
産
者
に
と
っ
て
は
今
か
ら
来
年
'

屑
ま
で
が
採
取
乾
燥
。
合
し
込
む
程
度
の
〗
明
万
き
を
そ
な
え
た
[

場
所
が
最
適
と
さ
れ
さ
す
。
雨
の
日
忙
[

胄

、

玉

切

り

、

植

菌

、

伏

込

等

々

非

'

,

．
楕
場
作
り
を
す
る
と
下
切
り
過
智
，

裳
に
忙
し
い
期
節
で
年
間
労
働
力
の
九

一
て
日
光
が
当
り
過
ぎ
雑
お
か
さ
れ

．． 4
 

0
笏
前
後
を
必
要
と
致
し
ま
す
の
で
酎
[；

る

場

合

が

あ

り

ま

ナ

の

て

下

[

‘

画
的
な
作
業
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
＇

今
年
植
菌
し
た
二
四

l

ホ
寒
さ
と
共
＇
さ
い
。

始
め
て
来
古
す
。
大
量
発

で
す
か
ら
三

5
四
月
忙
た

計
面
作
業
の
ト

り
を
行

生り
さ
す
がえ

注
す
と

ま
せ
ん
。

燥
不
充
分
で
あ
っ
た
条
の

楕

木

し

急

皆
さ
ん
の
農
協
貯
金
は

大
変
な
順
調
な
伸
び
を
み
せ
て
、

い

る

。

組

合

員

の

五

百

万

戸

農
林
中
金
推

十

兆

9
,
 

2
 

•• 

S47. 11 

；， 

協

貯

円

ヘ

別

肉

価単枝

販

歩

；
て
い
わ
れ
て
き
た
安
い
外
国
の
農
産
場
で
も
十
分
な
準
備
が
な
く
て
は
な
ら

五
苓
輸
入
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
；
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
皆
さ
ん
が
築
か

＂
方
は
間
違
い
で
、
囲
民
の
主
要
食
糧
の
五
れ
た
十
兆
円
の
農
協
貯
金
が
大
き
な
役

入
割
程
宿
は
自
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
如

i

を
果
す
こ
と
に
な
る
。

い
と
い
う
こ
と
が
真
剣
に
い
わ
れ
る
よ
~

〗
購
貢
じ
'
‘

;
9
に
な
っ
た

立
口
．

~
田
中
首
相
の
日
本
列
島
改
造
論
に
も
~
，

；
）
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
し
、
そ
の
~

一
た
め
に
は
、
農
業
に
も
大
音
な
資
金
を
'
[
春
植
馬
鈴
薯
の
種
子
い
も
が
入
荷
ー

五
下
し
て
生
産
性
の
高
い
固
際
競
争
力
玉
し
た
。
北
海
灌
産
の
優
良
品
種
で
あ

(
の
あ
る
農
業
生
産
へ
持
っ
て
行
か
た
け
ぷ
五
秤
い
術
の
更
新
を
是
非
行
っ
て
下
さ

，
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
。
例
年
お
く
れ
古
す
と
品
不
足
に
成

.
以
上
二
つ
の
こ
の
大
ぎ
な
問
題
を
解
り
勝
ち
に
た
り
ま
4

早
目
忙
お
買
求
め

．
ど
承
知
の
よ
う
忙
の
経
済
は
と
羨
す
る
た
め
尻
は
、
莫
大
な
投
資
を
必
『
下
玄
い
。

〖
の
と
こ
ろ
高
度
成
長
｀
り
て
、
国
民
]
安
と
す
る
の
で
、
政
府
と
し
て
ホ
今
‘
・
十
二
月
に
入
り
ま
す
と
積
雪
の
心
配
が

総
生
産
が
自
由
廿
界
で
国
ど
次
い
で
・
＇
真
喜
い
ろ
松
政
策
を
立
案
し
て
い
戸
口
来
蓄
産
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
エ
サ
の

第
二
位
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
[
る
が
ゎ
れ
わ
れ
と
し
て
木
自
分
た
ち
の
辛
備
に
徊
か
と
忙
か
し

v成
り
逹
方

反
面
、
自
然
と
環
境
の
汚
染
‘
破
蔑
と
農
村
ゃ
農
地
を
守
る
問
題
で
あ
る
の
で
．
農
協
で
は
精
雪
の
た
め
配
達
因
難
を
予

・
：
い
う
公
害
問
願
が
や
か
ま
し
，
＜
い
わ
れ
薮
府
や
財
界
に
や
っ
て
貰
う
と
い
う
こ
和
心
し
て
一
月
分
の
エ
サ
は
年
内
陀
配
達

；
る
よ
う
忙
な
り
園
民
福
祉
の
た
め
の
社

9

と
で
、
人
ご
と
で
は
な
＜
、
む
し
ろ
、
;
を
終
り
度

<
i
t画
を
立
て
て
お
り
芍
す
，

全
施
骰
の
立
ち
遅
れ
が
甚
だ
し
い
と
い
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
穆
極
的
陀
取
り
〖
の
で
少
し
余
有
の
あ
る
予
約
を
お
願
い

ぅ
反
省
が
強

v
い
わ
れ
て
い
る
。
直
言
な
け
れ
ば
左
ら
た
い
問
題
で
あ
る
薮
し
ま
す
。
代
金
決
裁
は
一
月
末
に
致

し
ま
す
。

[
一
方
に
お
い
て
農
業
を
見
直
そ
う
と
：
と
い
え
よ
う
。

い
う
考
え
方
も
出
て
ぎ
て
い
る
。
そ
の
．
今
、
盛
ん
に
企
業
の
土
地
の
買
占
め
｀
糸
ち
つ
き
機
共
立
危
ち
ろ
ん
号
は
昨
年

ー
つ
は
公
害
防
止
や
環
堵
保
全
の
た
め
戸
行
わ
れ
て
、
大
切
な
農
地
が
無
計
画
；
；
り
皆
さ
ん
に
推
進
を
し
て
大
変
ど
利
一

に
農
村
ゃ
農
業
の
果
す
役
割
、
す
な
わ
．
に
開
発
さ
れ
て
行
く
こ
と
が
大
問
題
忙
』
E

願
っ
て
お
り
古
す
。
今
月
中
推
進
価

:
ち
緑
を
豊
か
に
保
っ
こ
と
の
軍
要
性
が
；
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
注
で
は
農
村
の

5
面
で
販
売
致
し
ま
ナ
c

是
非
農
協
忙
申

齊

調

さ

れ

て

き

た

と

と

で

あ

る

。

二

環

境

を

守

り

な

が

ら

、

優

良

な

農

地

を

，

込

ん

で

い

。

互

百

円

）

忠
う
ー
つ
は
国
民
の
食
糧
の
自
給
を
]
確
保
し
て
、
牛
産
性
の
嵩
い
農
業
を
や
ロ

確
保
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

i

っ
て
行
く
と
い
う
大
切
な
目
的
が
果
せ
・

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
、
世
界

i

な
く
な
る
と
と
が
心
配
六
れ
る
。
[

の
人
口
は
約
三
六
億
人
と
い
わ
れ
て
い
[
そ
こ
で
農
協
か
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
[

る
が
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
二
十
敷
：
よ
く
相
談
し
て
、
自
分
た
ち
が
主
林
と
’

9

年
先
き
の
西
歴
二

0
0
0年
に
は
約
倍
：
な
っ
て
新
し
い
農
村
計
画
を
や
っ
て
行
[

．
の
七

0
億
人
に
き
る
こ
と
が
確
実
で
あ
こ
う
と
い
う
堤
唱
が
行
わ
れ
て
い
る
。
[

る
。
そ
の
時
点
で
、
こ
の
大
き
な
人
口
；
の
こ
と
を
緑
の
財
産
を
守
る
農
協
と
‘

を
養
う
食
糧
と
こ
れ
を
生
産
す
る
土
地
：
い
う
呼
び
か
け
の
言
葉
で
訴
え
て
い
こ

は

世

界

的

陀

ど

う

忙

ぷ

な

ら

な

い

匠

ど

；

う

と

話

し

合

っ

て

い

る

。

．

]
不
足
し
て
、
人
類
の
大
き
な
危
機
が
や
~
こ
の
よ
う
を
大
什
事
を
や
っ
て
行
く
・

.
っ
て
く
る
と
い
う
と
と
を
世
界
中
の
著
二
た
め
に
は
何
十
兆
円
と
い
う
投
資
が
必
．

名
な
学
者
が
集
古
っ
て
研
究
し
た
結
果
盗
女
に
な
る
。
ぷ
ち
ろ
ん
、
政
府
や
地
方
，

＇
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
：
自
治
体
に
水
投
加
し
て
貰
わ
な
け

そ
こ
で
日
本
で
も
し
は
ら
（
前
方
で
五
}
'
な
ら
な
い
が
｀
粗
合
員
の

ー 月分経済連

肱川農協取

体
： 

を51• 5 k 

ヌキ

3 0 8 K 

9 0 0円

277000円

5 9.8'{I; 

4 7 0 K 
ヌキ

285K 

9 0 0円

蕊， 500円

6 0.6 % 

6 0 0 E 
ヌキ

354K 

9 0 0円

318. 600円

5 9希
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年度 測（修正 し）総括
省

単 位

生 産

生

材価格

所得

指

指

実

指

実

数

数

40 
=100 

億円

鉛年度
=100 

億円

44年度

115 3 

127.4 

45,326 

112 3 

ぉ， 750

たは指数

4 5 

112 5 

131.0 

45. 700 

115、8

25,793 

4 6 

106,3 

132.1 

43. 307 

120.9 

公3や 767 よりかなり増加

し

る

かなり増加

貝通しとおり

見通しどお．り

‘‘‘ 

シ’三

力

ンの味

生 産

単 位

乳

肉

肉

肉

ん

ライ

か

ん

と殺頭

生産

出荷羽数

収

収

ン

ン

頭

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ト

ト

ト

uト
ト

ト

ト

ト

千

千

万

億

万

千

千

4
0
-
l

千

千

千

千

4享
4,575 

2碑 5

虹4.8

, 284.3 

邸． 265

2,038 

1. 085 

119.0 

2,855 

2,034 

135 7 

114.0 

14,003 

4 5 

4 789 

265 1 

1. 219. 9 

303.7 

30. 525 

2,552 

l. 021 

118.6 

2,564 

2,166 

126 0 

たは指数 47年度見通し

4 6 年度観測（当初見通し）

4,840 前年度よりやや増加

278.8、前年度よりやや増加

1296.0 前年度より

. 309.5 前年度よりわずか忙増加

＇洟， 288 前年席よりかなり

2,489 前年産ょりかなり増加

1. 007 前年産よりわずかに減少

125.0 前年度よりわずかに増加

2,041 前年産よりかなり減少

868 前年産よりやや増加

1224 前年産よりかなり増加

107.7 前年産と i庄ぼ同程度

10.887 前年産よりかなり増加

111.7 

12,689 

見通しと苓り

大幅陀増加

見通しど砂

月通しど姦り

見通以杢り

大幅に増加

昇通しと砂

やゃ減少

麟区砂

価

は指数 4 7 し

単
4 6 

牛

牛

豚

鶏

乳

肉

肉

肉

プロイ

み

り

野

甘

か

ん

一

ん

ど

菜

i

フ

し よ

馬鈴し ょ
（原料用 ）

大豆

農村価格（全園，生乳）

卸売価格

（東京土去勢上，枝肉）
卸冗価格
（東京，白上，枝肉）

村価

卸売価格
（東京，屯疫小，と体）

価
10月～翌

（全園）

価 格
10 -.;J.2用

価格
9 ~1 1月）

価 格
月～翌1月）

全固）

円／K9

円／Kq

円／kg

円／kg

円／kg

円／Kr

円／k，
4 0年度
= 10 0 

円／10I{q 

kg 

円 0k,

47、6

825 

470 

186 

228 

104 

81 

137. 3 

94 

69 
， 

3、970

955 

38.3 

845 

388 l 

I 

172 

244 

92 

93 

160 6 

100 

72 

5. 036 

1 145 

50.9 

866 

451 

176 

256 

92 

94 

131.1 

106 

77 

6,259 

972 

年度観測（
令^

やや上回る

しわずか

前年同期並み

前年同期並み

くらぺ強含み

る

かなり
回る

田定基準価格の
水準で推移
筏院基準価格の
水準で推移

前年同期並み

か
テ
‘
‘
、
・
ツ
漬
け
ち
ょ
っ
と
す
っ
は
絆
ぎ
、
ワ
イ
ン
と
す
と
、
カ
ゼ
歪
つ
ば
り
と
し
天
さ
じ
二
、
サ
ラ
ダ
袖
大
さ
じ
二
、
塩
：
ミ
カ
ン
の
店
は
ま
と
め
て
ア
ミ
袋
に
入

紐
の
ミ
カ
ン
が
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
酸
び
い
た
時
や
、
寒
い
夜
に
体
が
暖
ま
り
~
た
サ
ラ
ダ
で
す
。
・
小
さ
じ
一
を
よ
く
古
ぜ
合
わ
輩
た
も
の
：
れ
、
お
風
呂
忙
ど
う
ぞ
。

麟
お
い
し
い
で
す
。
、
ま
す
。
．
，
ハ
ク
サ
イ
の
（
フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
）
を
か
け
~

ミ
カ
ン
の
皮
を
む
き
、
音
れ
い
に
し
・
レ
モ
ン
低
ど
強
い
酸
味
が
あ
り
ま
せ
]
莱
‘
二
枚
は
せ
食
ぺ
注
す
。

て
三
‘
‘
、
リ
椛
ど
の
輪
切
り
に
し
注
す
。
；
ん
の
で
お
た
め
し
く
だ
さ
い
。
オ
レ
ン
[
ん
切
り
に
し
ヽ

ジ
色
の
か
お
り
の
よ
い
水
の
忙
で
き
ま
；
‘
、
カ
ン
ニ
個

フ
ク
付
き
容
器
に
ミ
カ
ン
、
＾
チ
ミ
ッ
・

丘

、

袋

か

ら

姜

互

に

重

柊

冷

蔵

覆

入

れ

て

お

[

:

き
ま
す
。
パ
ン
の
上
に
、
ま
た
へ
お
・
ハ
ク
サ
イ
と
ミ
カ
ン
の
サ
ラ
ダ
肉
い
出
し
て
匠
ぐ

子

作

り

に

使

っ

て

も

良

い

し

、

、

な

ど

の

つ

け

合

わ

せ

忙

い

い

＼

さ

・

し

さ

す

。

酢

見通しどおり

わずか忙上回る

やや上回る

り

しどおり

しどおり

やや上回る

かなり上回る

営農へのバイロット

日

四 お申し込みは農協ヘ

豊かな

＊ 

は

番 3号

（隔日刊版 36 0円）

創刊以来44 

をねがい

＋
l

-

日

金

谷

十

二

月

八

日

金

お

や

ぶ

谷

口

十

二

月

十

五

日

金

宇

和

川

十

二

月

二

十

一

金

油

十
二
月
集
配

十

二

月

五

日

十

二

月

七

日

十

二

月

九

日

十

二

月

十

二

日

十

二

月

十

四

日

十

二

月

十

九

日

十
二
月
二
十
'
-
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
六
日

+

―

二

十

八

日

木火士木火 火土木火

宇
和
川
北
部

大
谷
方
面

谷
口
方
面

月
野
尾
お
や
ぶ

宇
和
川
南
部

宇
和
川
北
部

大
谷
方
面

谷
口
方
面姦

や
ぶ

定

明るい未来づくりの ヽをしています


